
「第二、第三、第四のラッパ」        2019 年 08 月 24 日 

ヨハネの黙示録 8 章 8 節～13 節 第二の天使がラッパを吹いた。すると、火で燃えて 

いる大きな山のようなものが、海に投げ入れられた。海の三分の一が血に変わり、また、

被造物で海に住む生き物の三分の一は死に、船という船の三分の一が壊された。第三の天

使がラッパを吹いた。すると、松明のように燃えている大きな星が、天から落ちて来て、

川という川の三分の一と、その水源の上に落ちた。この星の名は「苦よもぎ」といい、水

の三分の一が苦よもぎのように苦くなって、そのために多くの人が死んだ。第四の天使が

ラッパを吹いた。すると、太陽の三分の一、月の三分の一、星という星の三分の一が損な

われたので、それぞれ三分の一が暗くなって、昼はその光の三分の一を失い、夜も同じよ

うになった。また、見ていると、一羽の鷲が空高く飛びながら、大声でこう言うのが聞こ

えた。「不幸だ、不幸だ、不幸だ、地上に住む者たち。なお三人の天使が吹こうとしてい

るラッパの響きのゆえに。」 

 

第二の天使がラッパを吹いた。「すると、火で燃えている大きな山のようなものが、海 

に投げ入れられた。海の三分の一が血に変わり、また、被造物で海に住む生き物の三分の

一は死に、船という船の三分の一が壊された。」この幻は、紀元 79 年に起こったヴェスビ

オス火山の噴火を背景としている。噴火によって溶岩流が海に流れ出た。海が赤い血の色

に染まり、魚たちも大量に死滅し、船舶の被害も甚大であった。また、モーセが杖でナイ

ル川を打つと川の水が血に変わったという出エジプト記 7 章 20 節の故事を想起している

とも思える。 

第三の天使がラッパを吹いた。「すると、松明のように燃えている大きな星が、天から

落ちて来て、川という川の三分の一と、その水源の上に落ちた。」燃えている星が隕石と

なって、三分の一の川と、その水源に落下した。星の名は「苦よもぎ」といい、水の三分

の一が苦くなって、多くの人々が死んだ。水源が汚染され、死者を出したのである。苦よ

もぎに毒性はないが、苦みという言葉で苦悩、悲しみ、災害などの災いを象徴している。

エレミヤ書 9 章 14 節に、「それゆえ、イスラエルの神、万軍の主は言われる。『見よ、わ

たしはこの民に苦よもぎを食べさせ、毒の水を飲ませる』」と書かれているように、「毒

の水」と見なされ、飲んだ者を「滅ぼし尽くす」と書かれている。第三のラッパで、初め

て人間に死者が出る災いが起っている。 

第四の天使がラッパを吹いた。「すると、太陽の三分の一、月の三分の一、星という星

の三分の一が損なわれたので、それぞれ三分の一が暗くなって、昼はその光の三分の一を

失い、夜も同じようになった。」天体に異変が起こった。太陽、月、星の三分の一が損な

われ、昼も夜も光の三分の一を失い、暗くなった。出エジプト記 10 章 22 節の「モーセが

手を天に向かって差し伸べると、三日間エジプト全土に暗闇が臨んだ」を想起させる。天

体の異変は人間生活に確実に影響を与えるだろう。ヨハネが、恐怖の中で見ていると、一

羽の鷲が空高く飛びながら大声で、「不幸だ、不幸だ、不幸だ、地上に住む者たち。なお

三人の天使が吹こうとしているラッパの響きのゆえに」と言うのが聞こえた。鷲は天使の

ような存在である。その鷲が、三度も「不幸だ」と繰り返し、地上に住む者たちへの災い

を告げている。これから、三人の天使たちが吹こうとしている第五、第六、第七と続くラ

ッパの響きは、更なる不幸を呼び寄せると預言している。 


